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連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年８月７日の取締役会決議において、最近の業績動向などを踏まえ、2026年５月 13日に公表

いたしました 2027 年３月期の第２四半期連結業績予想並びに通期連結業績予想及び配当予想を修正いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2027年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～2026年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主 

に帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 

前 回 公 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

22,100 

百万円 

1,070 

百万円 

1,040 

百万円 

340 

円 銭 

12.35 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 23,000 1,260 1,230 600 21.79 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 900 190 190 260  

増  減  率 （  ％  ） 4.1 17.8 18.3 76.5  

（ご参考）前年同期実績 

（2026年３月期第２四半期） 
20,564 989 1,035 559 20.32 

 

2027年３月期通期連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～2027年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 公 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

45,000 

百万円 

2,300 

百万円 

2,250 

百万円 

1,100 

円 銭 

39.95 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 45,500 2,400 2,400 1,200 43.58 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 500 100 150 100  

増  減  率 （  ％  ） 1.1 4.3 6.7 9.1  

（ご参考）前期実績 

（2026年３月期） 
42,100 2,031 2,201 851 30.93 

 

２．配当予想の修正 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 10円 00銭 10円 00銭 20円 00銭 

今 回 修 正 予 想 10円 05銭 10円 05銭 20円 10銭 

前 期 実 績 ９円 13銭 10円 43銭 19円 56銭 

 

 



 

３．連結業績予想及び配当予想の修正理由 

当第１四半期の連結業績につきましては、前期の第４四半期から日本事業において想定を上回って受

注が回復しつつあることから原価率改善となったことに加え、中国や東南アジアをはじめとする海外事

業においても底堅い需要が継続したことなどから、売上高及び利益は当初計画を上回って推移いたしま

した。 

当第１四半期の連結業績を踏まえ、第２四半期累計期間の連結業績予想につきましては、日本事業に

おける受注回復を踏まえ、売上高及び利益を上方修正いたしました。 

通期の連結業績予想につきましては、上期業績の業績予想修正を反映して売上高及び利益を上方修正

するものの、下期については中東地域を巡る地政学的リスクの高まり、とりわけイラン情勢の変化に伴

う世界経済及び設備投資需要への影響が懸念されることや、中国経済の緩やかな減速などを背景に先行

きの不透明感が強まっている状況が続いていることから、需要減少リスクを一定程度織り込んでおりま

す。このため、下期の業績見通しについては慎重な前提を置いております。 

また、配当予想につきましては、当社の配当方針「連結配当性向30％以上、かつ株主資本配当率（Ｄ

ＯＥ）３％以上」に則り、上記のとおり2027年３月期の連結業績予想の修正により、第２四半期末配当

予想を１株当たり10円05銭、期末配当予想を１株当たり10円05銭に修正し、年間配当予想は20円10銭

（前回予想から10銭増）となる見込みです。 

 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

上記予想の内容は、当社が本資料作成日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


